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月刊かながわ鉄構協ニュースは組合のホームページにも 毎月掲載しています。印刷して回覧してください。

１ 早めに準備しましょう。
令和２年度前期から、コロナ禍を踏まえ審査時間短

縮のため、審査員に事前に審査書類に目を通していた
だけるよう、審査日の２～３週間前までに、審査員に
届けることになり、令和４年度前期では、組合に２部
送付していただき、組合から審査員へ送付しました｡
審査時間短縮に加えて、じっくり審査できるというメ
リットもあることから、コロナ収束後も継続すること
が見込まれますので、今後受審されるファブは、前回
いただいた改善要求書や口頭指導を踏まえて、基準類
が適正に作成されているか、早めに見直しましょう。

なお、最新の基準類は全構協ＨＰの会員専用コーナ
ーに掲載されています。（2022年２月改訂） IDやパス
ワードがわからなければ、組合までご連絡ください｡

２ 資格有効期限や経験年数は大丈夫？
コロナ禍により、性能評価に必要な資格試験の

各実施団体が、資格試験の中止や延期等の措置を行
っていますが、鉄骨製作工場の性能評価及び大臣認
定の審査においては、申請から大臣認定書の発行ま
で、有資格者の資格有効期限が切れることなく適正
にしてください(令和２年７月14日ＦＡＸで通知)｡
また､資格要件に経験年数が必要な職があります｡

例えば、Ｍグレードの溶接管理技術者は「鉄骨製作
管理技術者２級」または「ＷＥＳ２級」取得後３年
の経験があって､はじめて資格要件として認められ
ます。
さらに、2021年度に、資格証偽造により大臣認定

取り消しとなった事案が発生したことから、工場審
査時に資格証確認の徹底が行われています。
その一環として、これまで免状のコピーでよかっ

た建築士の資格証明は、免状では顔写真がなく審査
時に本人確認ができないため、カード形式のコピー
を貼付することになりました。免状からカード形式
への変更については時間を要しますので（2022年３
月時点で｢３カ月程度かかる｣とのことでした｡）、
早めに変更申請をするようお願いします。

工場審査に関する注意点
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元理事長･加藤卓郎氏（㈱加藤組鉄工所会長）へ相談役を委嘱

７月22日､石井理事長から加藤氏へ委嘱
状が交付された｡

岸部直喜氏へは、
前回役員会で、交付
いたしました。

お二人とも、よろし

くお願いいたします。

弊社は、昭和39年に秦野市松原町で、町場の鍛治と
して創業し､地域づくりの一旦を担ってきました。

平成６年には､今の平沢工業団地に移転し､いち早く
CADを導入し､複雑な鉄骨にも対応してきました｡

現在、重量鉄骨から金物加工の設計・加工・施工を
主に行っておりますが、さらに特殊性のある鉄骨にも
挑戦し、お客様のニーズに応えられるよう、新しい技
術も吸収すべく、日々取り組んでおります。

私の仕事は、主に現場管理、施工図作成、検査です
が、工場加工や工場管理業務も勉強中です。溶接の腕
を磨き、知識を身に着け、若手の指導ができるよう日
々鍛錬しております。

青年部では、これから勉強会や懇親会に積極的に参
加させて頂き、情報交換を含め、会社同士で良い関係
を築きたいと思っております。

趣味はドライブで、愛車はN－BOXです。子供を抱
えたまま乗り降り出来て、goodです。まだ子供が小さ
いので遠出できませんが、
長距離ドライブができるよう
になる日が楽しみです。
早くコロナが落ち着きます

ように。


